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研究報告書 

 

1. HIV感染ヒト化マウスを用いたシングルセルオミクス解析 

 レポーター遺伝子としてGFP遺伝子を組込んだ組換えウイルスHIV1-GFPをヒト化マウスに接種

し、感染細胞（GFP陽性細胞）と非感染細胞（GFP陰性細胞）をそれぞれ、P3実験室に設置してい

るセルソーターを用いて分取・単離した。その細胞を、P3実験室に設置しているシングルセル分離機

器C1（フリューダイム社）を用いてシングルセル化し、得られたcDNAを用いてsingle cell RNA sequen

cing (scRNA-Seq)を実施した。得られた結果をバイオインフォマティクス解析することにより、生体内に

おけるHIV感染細胞特異的に変動する遺伝子群の同定、および、生体内におけるHIV感染細胞の

不均一性（heterogeneity）を定量的に描出した。 

 


